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私
は
、
安
全
・
安
心
で
住
み
よ
い
町

の
実
現
、
町
民
の
健
康
と
福
祉
の
向
上
、

教
育
・
子
育
て
環
境
の
充
実
、
そ
し
て

産
業
の
振
興
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

今
年
度
に
お
い
て
も
、
町
民
の
目
線

に
立
ち
、
町
民
と
向
き
合
う
町
政
を
基

本
理
念
と
し
な
が
ら
、
第
４
次
三
川
町

総
合
計
画
に
掲
げ
る
町
の
将
来
像
「
あ

ふ
れ
る
笑
顔　

み
ん
な
が
住
み
や
す
い

ま
ち　

ハ
ー
ト
フ
ル
タ
ウ
ン
み
か
わ
」

を
目
指
し
、
各
種
施
策
の
着
実
な
実
行
、

積
極
的
な
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
７
年
に
は
、
三
川
町
が

誕
生
し
て
70
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
記
念
行
事
の
開
催
や
記
念
誌
の

発
行
を
予
定
し
て
お
り
、
町
も
町
民
の

皆
さ
ま
も
、
希
望
に
あ
ふ
れ
る
次
の
時

代
に
向
け
た
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
町
民
の
福
祉

向
上
と
町
政
の
発
展
の
た
め
、
一
層
尽

力
い
た
し
ま
す
。

　

日
本
の
経
済
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
３
年

間
を
乗
り
越
え
て
改
善
し
つ
つ
あ
り
、

高
水
準
の
賃
上
げ
や
企
業
の
高
い
投
資

意
欲
な
ど
前
向
き
な
動
き
が
見
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
本
町

で
は
、
子
育
て
支
援
の
充
実
と
健
康
・

生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進
、
安
全
・
安

心
で
快
適
な
環
境
の
構
築
、
魅
力
あ
る

産
業
の
創
出
と
交
流
人
口
の
拡
大
を
基

本
と
し
て
、
令
和
６
年
度
当
初
予
算
の

編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
町
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
少
子
高

齢
社
会
や
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
対
応
、

地
域
経
済
の
回
復
な
ど
、
喫
緊
か
つ
重

要
な
行
政
課
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
第
４
次
総
合
計
画

に
掲
げ
た
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
、

一
つ
ひ
と
つ
課
題
に
的
確
に
対
処
し
な

が
ら
、
各
種
施
策
や
事
業
を
着
実
に
実

行
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
重

ね
、
力
を
合
わ
せ
、
町
民
の
福
祉
向
上

と
町
政
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

阿
部
町
長
よ
り 「
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
」

　町議会 3月定例会で、今年度の町政の基本と
なる令和 6年度施政方針を阿部誠町長が示し、
予算が決まりました。その内容についてお知らせ
します。

令和6年度
三川町施政方針と予算 
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固定資産税
480,783

（51.1%）
町民税
352,501

（37.4%）

町たばこ税
63,000（6.7%）

軽自動車税
31,003（3.3%）

入湯税
14,000（1.5%）

歳入
 単位 : 千円
（構成比）

歳出
 単位 : 千円
（構成比）

分担金及び負担金
15,300（0.3%）

地方交付税
1,810,000 
（36.2%）

国庫支出金
487,846
（9.8%）

繰入金
342,850（6.8%）

地方譲与税・
交付金 298,103（5.9%）

町債
118,100（2.4%）

繰越金
60,000（1.2%）

使用料及び手数料
20,608 （0.4%）

町税の
内訳

町税
941,287

（18.8%）

県支出金
421,009（8.4%）

財産収入・
寄附金・諸収入
486,897（9.8%）

教育費
448,888 
（9.0%）

農林水産業費
445,144
（8.9%）

土木費
405,012
（8.1%）

商工費
387,438 
（7.7%）

消防費
259,604（5.2%）

議会費
71,406（1.4%）

衛生費
209,657（4.2%）

民生費
1,485,411
（29.7%）

総務費
767,812 
（15.4%）

公債費
507,165

（10.1%）

災害復旧費・予備費
10,025（0.2%）

労働費
4,438（0.1%）

令和6年度町の予算は 　本町の令和 6 年度一般会計予算は、50 億 200 万
円で、前年度に比べて 3,700 万円の減額（0.7%減）
となっています。このうち、第 4 次三川町総合計
画に基づく主要施策を進めていくための事業費と
して、12 億 4,438 万 6 千円（前年度比 18.7％減）
を計上しました。
　次ページ以降で、今年度本町が重点的に取り組
む施策を、総合計画の基本目標ごとに紹介します。

○特別会計予算
国民健康保険 後期高齢者医療 介護保険
6億8,670万円
（0.3%減）

1億1,040万円
（18.5%増）

8億8,590万円
（2.1%増）

※（　）内は対前年度比

○基金の状況（令和6年1月1日現在）
財政調整基金 5億6,868万円

減債基金 6,817万円

ふるさと基金 4億8,342万円

温泉施設基金 9,285万円

国際交流基金 1,213万円

リーディングファーマーズ銀行基金 157万円

教育施設整備基金 1億7,328万円

森林環境譲与税基金 246万円

○令和6年度への繰越明許事業の内容
戸籍住民基本台帳費 613万円
低所得世帯に対する物価高騰対応
重点支援金給付事業 470万円

土地改良施設整備事業 4,665万円

道路舗装事業 2,000万円

橋梁長寿命化対策事業 1,901万円

50億200万円
【一般会計予算：前年度比0.7%減】

○企業会計予算
下水道事業 ※�町の下水道事業・農業集落排水事業は、特別

会計から地方公営企業法を適用した「公営
企業会計（企業会計）」へ移行しました。

7億8,882万円
（ ― ）
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将来にわたって活躍できる人を育むまち基　本
目標①

主な事業と予算
▶学童保育支援事業
　…………… 7,962万円
▶子育て支援医療給付事業
　…………… 3,656万円
▶小学校・中学校教育情
　報化推進事業
　…………… 2,348万円
▶子育て支援センター事業
　…………… 2,065万円

ZoomUp
・子育て・学校教育
・社会教育

子育て世代の負担軽減

　出産祝金や出産・子育て応援給付金の支給と、高校生までを対象とした入
院・通院医療費の完全無償化を継続して実施します。

「知・徳・体」の調和のとれた教育活動

　子どもたちが将来、社会で自立し、自らの人生を豊かにするために必要な基
礎的な力を身に付けさせるとともに、「知・徳・体」の調和のとれた教育活動
を展開します。また、情報通信技術（ICT）を最大限活用した「個別最適な
学びと協働的な学び」の実現を図ります。

「町民の生きがい」を支える生涯学習

　町民のニーズに応じた魅力ある学びの場として、子育て交流施設テオトルなど
の利用を一層促進し、町民一人ひとりが生涯各期において、気軽に学べる学
習機会の提供と環境整備を図りながら、「町民の生きがい」を支える生涯学習
の充実に努めます。

スポーツ振興

　各種スポーツ大会や教室を開催するなど、誰もがスポーツやレクリエーション
を楽しめる環境づくりを実施します。

いつまでも健康で安心して暮らせるまち基　本
目標②

主な事業と予算
▶常備消防事務委託事業
 �……… 2億1,436万円
▶社会福祉法人等支援事業
 �…………… 2,590万円
▶健康増進事業
 �…………… 1,587万円
▶消防ポンプ整備事業
 �…………… 1,040万円

ZoomUp
・健康福祉・社会保障
・防災

地域共生社会の実現に向けて

　関係機関との連携を図りながら、地域福祉を総合的、かつ計画的に推進し
ます。特に、社会福祉協議会との連携により、ボランティアセンター機能の充
実を図り、住民がつながり支え合う環境・居場所づくりに取り組みます。

健康寿命の延伸と健康格差の縮小

　「第 3 次三川町健康づくり計画」のもと、健康寿命の延伸と健康格差の縮小
を目的に、こころの健康づくりなどに取り組むほか、特定健診や各種がん検診
の受診勧奨に努め、健康意識の高揚や早期の疾病予防、重症化予防について、
個別の状況に合わせた保健指導を実施します。

地域防災力の強化

　近年多発する自然災害の教訓を踏まえ、各関係機関等との情報共有、連携
強化のもとに、避難所などにおける備蓄品の整備を進めるとともに、町内会自
主防災会を支援することで、地域防災力の強化に取り組みます。
　また、消防活動では、担い手不足の解消を目的とした消防団員の処遇等に
関して見直しを行い、消防団活動の強化を図ります。

▲ニーズ高まる学童保育（テオトル内）

▲住民主体の「通いの場」
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創造力にあふれ豊かさを実感できるまち基　本
目標③

主な事業と予算
▶中小企業等振興支援事業
　…………… 5,887万円
▶「いろり火の里」推進事業
　…………… 5,567万円
▶土地改良施設整備事業
　…………… 4,321万円
▶観光対策事業
　…………… 1,027万円
▶新農業所得構造改革推
　進事業�……… 980万円

ZoomUp
・産業振興・観光振興
・地域交流

農業所得の向上

　近年の気候変動や燃油・資材費等の物価高騰に加え、米価の低迷や担い手
不足など、農業をとりまく状況が依然として厳しい状況にあることを踏まえ、農
業所得の向上に主眼を置き、新農業構造改革推進事業による、こだわりの米づ
くりや土づくり、園芸作物等による農業所得の確保に対する支援を継続します。

地域経済の活性化

　消費喚起事業により地域経済の活性化を図るため、出羽商工会のプレミアム
付商品券発行事業を支援します。また、中小企業者等を対象に、創業支援お
よび経営強化支援を行います。

交流人口の拡大

　三川町観光協会が開催する春の菜の花まつりや秋のイベント等を通して、交
流人口の拡大とにぎわいの創出を図ります。

いろり火の里施設整備

　いろり火の里施設について、引き続き施設の長寿命化対策により、安全で快
適な施設環境の整備に取り組むとともに、関係機関と連携したイベントなどによ
る集客を図り、町の交流拠点としての継続的な運営の支援に努めます。

未来に向かって継続し発展するまち基　本
目標④

主な事業と予算
▶廃棄物処理事業
�� …………… 1億1万円
▶電子自治体推進事業
�� …………… 7,957万円
▶住まいづくり支援事業
�� …………… 1,780万円
▶地域づくり活動推進事業
�� …………… 1,081万円

ZoomUp
・住環境整備・町民参画
・行財政改革

早期宅地分譲と産業団地造成

　定住人口の増加を図るため、テオトルタウン三本木の全区画の宅地分譲を目
指すとともに、「みかわ産業団地」の第 4 期造成工事に合わせ、進出企業の確
保に向けた誘致活動を展開し、雇用機会の創出を図ります。

インフラ整備

　町民の快適で利便性の高い安定した生活基盤となる道路や橋梁、下水道等
のインフラ整備を進めるとともに、自然と調和した住環境の保全に取り組みます。

協働のまちづくりを推進

　町民や町内会、事業所等の公益的な活動の支援とともに、町民の積極的な
まちづくりへの参加と提言等の機会の確保に努めます。

町民の利便性向上へ

　身近な行政サービスを提供する基礎自治体として、「三川町 DX 推進計画」
に基づき、行政事務のデジタル化や、手続きのオンライン化を進め、町民の利
便性の向上とともに、事務の効率化に取り組みます。

▲多くの人が集まる菜の花まつり

▲高齢者向けのスマホ教室
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教 育 委 員 会
教 育 課

●学校教育�●幼稚園�･�学校管理�●教育指導�●教育相談
●学校給食

学校教育係（役場2階）
☎35－7022

●生涯学習�●文化財�●図書室�●青少年�●スポーツ�
●施設貸出運営

社会教育係（子育て交流施設テオトル内）
☎64－8310

議 会 事 務 局 ●議事運営�●各種調査�●監査書記（役場3階）
☎35－7039

みかわ保育園・幼稚園 横山小学校 東郷小学校 押切小学校 三川中学校

☎66－5400 ☎66－2214 ☎66－4111 ☎66－2421 ☎66－3117

町立の教育機関

総 務 課

●人事･給与�●表彰･儀式�●条例･規則�●秘書･渉外
●地縁団体�●庁舎・庁用車管理�●固定資産評価審査委員会

総務係（選挙管理委員会）
☎35－7009

●防災�●国民保護�●消防�●交通安全�●防犯
●自衛官募集

危機管理係
☎35－7010

●予算編成�●議案調整�●財務事務�●財産管理
●指名審査会�●物品発注�●契約管理

財政係
☎35－7011

企 画 調 整 課

●総合企画調整�●広報･�広聴�●統計調査
●電子情報化推進�●公共交通

企画調整係
☎35－7013

●地域開発�●いろり火の里�●企業誘致開発係（土地開発公社）
☎35－7013

健 康 福 祉 課
子育て支援室

●保育園�●学童保育�●子育て支援センター子ども支援係
☎35－7023

●児童福祉�●児童手当�●ひとり親家庭支援�●DV対応
●こども家庭センター

家庭支援係
☎35－1707

産 業 振 興 課
●農業振興�●農政対策�●土地改良�●食育・地産地消農政係

☎35－7017・7018
●商工業振興�●労働行政�●観光�●消費者行政
●望郷みかわ会�●ふるさと納税

商工観光係
☎35－7015

農 業 委 員 会 ●農地事務�●制度資金�●農業者年金総務係
☎35－7019

役　
場　
２　
階

新規採用
職員紹介

渡
わたなべ

辺　啓
けいと

人
町民課 国保係

福
ふくい

井　智
ちさき

咲
会計課 出納係

齋
さいとう

藤　大
たいせい

成
町民課 税務係

三川町役場（〒997-1301 三川町大字横山字西田 85）☎ 0235 － 66－ 3111 ㈹
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行政機構 町長：阿部　誠　�副町長：石川　稔�　教育長：齋藤　正志

町 民 課

●窓口事務�●戸籍�●住民登録�●人権擁護�●国民年金
●日赤事務

住民係
☎35－7025

●町民税・固定資産税・軽自動車税・国保税
●固定資産評価�●地籍調査管理

税務係
☎35－7026

●徴収�●滞納処分�●納税奨励納税係
☎35－7027

●国民健康保険�●後期高齢者医療�●福祉医療
●養育医療

国保係
☎35－7028

建 設 環 境 課

●道路･橋梁維持整備�●公園管理�●防雪除雪対策
●住まいづくり支援�●空き家対策�●公営住宅
●都市計画�●建築確認

建設係
☎35－7035

●下水道事業�●環境保全対策�●廃棄物収集・処理
●地球温暖化対策

環境整備係
☎35－7036

会 計 課 ●金銭・物品の出納�●所得税源泉徴収�●指定金融機関等出納係
☎35－7037

三川町公民館 ☎66－4403 横山字西田52-1

町民体育館・町民グラウンド ☎66－4485 横山字堤105-5

勤労者体育施設（テニスコート） ☎66－4485 押切新田字豊秋258番地4

社会福祉センター ☎66－4410 横山字西田85-2

屋内多目的運動施設「アスレなの花」 ☎66－5210 横山字堤215

子育て交流施設「テオトル」 ☎64－8310 押切新田字桜木8-1

文化交流館「アトク先生の館」 ☎66－5040 押切新田字三本木118

赤川河川緑地ふれあい広場「パルク赤川」 ☎35－7035※ 青山字外川原8-1

町の施設（施設利用ができるもの）

役　
場　
１　
階

（●は各係の主な業務内容）

（三川町大字～）

※かまど施設の利用申請は☎66－5088（三川町シルバー人材センター）へ

健 康 福 祉 課

●生活保護�●障害者福祉�●高齢者福祉�●援護事務
●介護保険�●介護認定�●保険給付

福祉介護支援係
☎35－1737・7030

●母子健康包括支援センター（母子保健）�●健康増進
●特定健診�●栄養指導�●予防接種�●献血�●狂犬病予防
●高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業

健康係
☎35－7032・7033

●介護予防・総合事業�●介護予防ケアマネジメント
●総合相談�●権利擁護�●認知症対策�●地域包括ケア�
●包括的、継続的ケアマネジメント�●生活支援体制整備
●在宅医療介護

地域包括支援センター
☎35－7031
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町長コラム
「誠・心・誠・意」

いのこ保育園
より

休
日
夜
間
の
急
病
対
応

　

３
月
26
日
㈫
、
一
般
社
団
法
人
鶴
岡
地
区

休
日
夜
間
診
療
協
議
会
の
臨
時
総
会
に
出
席

し
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
で
は
、
地
域
住
民

の
健
康
保
持
に
必
要
な
医
療
を
確
保
す
る
た

め
、
休
日
お
よ
び
夜
間
に
お
け
る
応
急
医
療

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
が
運
営
す
る
鶴
岡
市
休
日
夜
間
・

歯
科
診
療
所
は
、
い
ず
れ
も
鶴
岡
市
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
に
こ
♥
ふ
る
」
内
に
あ

り
ま
す
。
鶴
岡
市
の
利
用
者
が
多
い
中
、
本

町
や
庄
内
町
の
ほ
か
、
旅
行
や
帰
省
中
の
急

病
な
ど
に
よ
り
、
県
内
外
の
方
か
ら
も
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
利
用
者
は
、
休
日
夜
間
診
療
所
に

お
い
て
、
令
和
５
年
度
（
４
月
～
１
月
）
は

75
人
で
、
令
和
４
年
度
（
全
期
）
の
34
人
か

ら
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
発

熱
外
来
を
設
置
し
た
こ
と
に
よ
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
罹
患
者
等
の
発
熱
者
へ
の
対
応
も
実
施
し

て
い
る
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
、
休
日
夜
間

診
療
所
全
体
の
利
用
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
迎
え
る
大
型
連
休
は
、
多
く
の

医
療
機
関
が
休
み
と
な
る
た
め
、
休
日
夜
間

診
療
所
の
利
用
者
が
増
加
す
る
時
期
で
す
。

か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
が
休
み
の
際
に
、

発
熱
な
ど
で
ど
う
対
応
す
れ
ば
い
い
か
不
安

な
と
き
や
、
休
日
夜
間
診
療
所
を
受
診
す
る

か
迷
っ
た
と
き
は
、
県
が
実
施
す
る
「
救
急

電
話
相
談
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
、

夜
間
の
急
病
の
際
に
、
専
門
的
な
知
識
を
有

す
る
看
護
師
か
ら
医
療
機
関
へ
の
受
診
や
家

庭
で
の
対
処
方
法
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
15
歳
未
満
の
小
児
救
急
電
話
相
談

（
＃
８
０
０
０
）
は
、
全
国
で
共
通
の
ダ
イ

ヤ
ル
で
、
携
帯
電
話
か
ら
か
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
対
応
時
間
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
）。
旅
行
先
で
の
、
も
し
も
の
急
病

の
際
な
ど
に
慌
て
る
こ
と
が
無
い
よ
う
、
事

前
に
相
談
先
や
受
診
先
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

い
の
こ
保
育
園
に
は
、
令
和
６
年
度
、
94
人
が
在
園
し
て
い
ま
す
。
ま
た
園
で
は
、

ど
う
す
れ
ば
園
児
が
十
分
に
楽
し
め
る
か
を
念
頭
に
置
き
、
行
事
の
運
営
方
法
な
ど
も

見
直
し
な
が
ら
、「
園
児
が
今
で
き
る
こ
と
」「
保
護
者
が
お
子
さ
ん
の
成
長
を
確
か
め

ら
れ
る
こ
と
」を
大
切
に
し
て
、
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
３
つ
の
園
行
事
を
紹
介
し
ま
す
。

☆
祖
父
母
参
観
日

　

園
児
の
様
子
を
見
る
機
会

が
少
な
い
祖
父
母
の
た
め
に
、

祖
父
母
参
観
日
を
秋
に
設
け

て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
園

児
が
何
か
を
披
露
す
る
の
で

は
な
く
、
普
段
の
様
子
を
祖

父
母
に
見
て
も
ら
っ
て
お
り
、

参
加
者
か
ら
は
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

☆
お
茶
会

　

お
雛ひ

な

様
が
飾
ら
れ
る
頃
に
、

講
師
を
招
い
て
お
茶
会
を
開

催
し
て
お
り
、
４
・
５
歳
児
組

の
園
児
は
、
お
茶
会
の
雰
囲

気
を
楽
し
み
な
が
ら
、
日
本

の
伝
統
文
化
に
触
れ
て
い
ま

す
。

　

園
児
は
、
お
茶
会
の
雰
囲

子
ど
も
た
ち
が
十
分
に
楽
し
め
る
よ
う
に

▲休日夜間診療所では、初期の応急診療を
　行っています。

▲山形県救急電話相談

●相談日時：毎日18時～翌朝8時

小児救急小児救急電話相談電話相談

#8000#8000
15歳未満

023-633-0299または

大人の救急大人の救急電話相談電話相談

#7119#7119
15歳以上

023-633-0799または
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俳
　
壇

初
蝶
に
庭
の
手
入
れ
を
促
さ
れ	

工
藤
ひ
ろ
し

ば
ん
け
味
噌
夕
餉
を
囲
む
弥
生
か
な	

佐
藤
　
誠
爾

嬉
し
さ
の
群
れ
に
溶
け
込
む
寒
雀	

斎
藤
　
　
優

彼
岸
入
り
母
の
写
真
に
語
り
か
け	

飯
野
　
藤
子

い
そ
い
そ
と
子
ら
と
一
緒
の
春
兆
す	

庄
野
す
み
れ

祝
言
の
宴
に
香
る
桜
漬	

曽
根
　
啓
視

就
学
の
子
の
声
高
く
四
温
晴
れ	

春
山
　
夏
海

日
脚
伸
ぶ
楽
し
み
減
り
て
老
い
迫
る	

菅
原
た
け
お

 

歌
　
壇

い
つ
の
間
に
季
節
は
う
つ
ろ
ひ
花
咲
き
て
雑
事
に
追
は
れ
し
日
頃
に
気
付
く	

土
田
　
　
秀

屋
根
裏
の
住
人
ら
し
き
雀
等
は
咲
初
む
梅
に
戯
れ
遊
ぶ	

五
十
嵐
松
男

春
彼
岸
花
を
携
へ
墓
参
り
我
ら
家
族
の
ご
加
護
を
祈
る	

齋
藤
与
次
雄

雪
に
耐
へ
春
の
陽
あ
び
し
雪
割
草
ち
ひ
さ
き
小
さ
な
赤
き
芽
愛
し	

佐
藤
　
　
頴

花
便
り
伝
は
り
く
る
も
庭
の
梅
淡
雪
被
り
て
蕾
は
固
し	

佐
藤
　
博
政

気
に
緊
張
し
な
が
ら
も
、
茶

菓
子
を
口
に
運
ぶ
と
、「
美
味

し
い
！
」と
思
わ
ず
笑
顔
が
こ

ぼ
れ
、
抹
茶
を
口
に
す
る
と
、

“
苦
い
”と
い
う
険
し
い
表
情

に
な
る
子
も
い
ま
す
が
、「
お

う
ち
で
も
飲
ん
だ
時
あ
る
よ
」

「
苦
い
け
ど
美
味
し
い
」な
ど

の
声
が
聞
か
れ
、
ど
の
園
児

に
も
満
足
そ
う
な
表
情
が
見

ら
れ
ま
す
。

☆
食
育
ク
ッ
キ
ン
グ

　

食
育
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
食
育
ク
ッ
キ

ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
栄
養
士

が
中
心
に
な
っ
て
計
画
を
立
て
、
年
齢
に
合

わ
せ
た
調
理
を
園
児
が
経
験
す
る
も
の
で
す
。

　

昨
年
度
は
、
年
長
児
だ
け
で
の
特
別
な
ク

レ
ー
プ
作
り
を
卒
園
前
に
行
い
、
園
児
は
い

つ
に
も
増
し
て
張
り
切
っ
て
挑
戦
し
ま
し
た
。

園
児
同
士
が
相
談
し
て
ク
レ
ー
プ
の
中
身
を

決
め
、
園
児
一
人
ひ
と
り
が
生
地
を
焼
き
、

調
理
の
楽
し
さ
を
思
う
存
分
味
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
行
事
を
通
し
て
、
園
児
の「
食
」

へ
の
関
心
や
意
識
は
確
実
に
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
一
番
の
力
の
源
で
あ
る

「
食
」を
大
切
に
し
て
、
園
児
の
成
長
を
支

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



10

　三川中学校の生徒会では、全校生徒からアル
ミ缶を集めて換金し、能登半島地震の被災者へ
義援金を贈る取り組みが行われました。
　このたび、生徒会から「微力ではありますが、
被災地の方々の助けになれば」と、町に義援金が
贈られました。この義援金は、日本赤十字社を
通じ、被災者の生活支援に役立てられます。ご
協力ありがとうございます。

全校で資源を募る
能登半島地震義援金（三川中）

3/12
（火）

▲成澤実莉生徒会長（令和5年度）

　みかわ保育園・幼稚園で入園式が行われ、保
育園には新たに11人の園児が入園し、幼稚園に
は保育園から22人が進級しました。

みかわ保育園・幼稚園
入園式

4/5
（金）

みかわ幼稚園

まちかど写真館

　町の中高生ボランティアサークル来
らい む ら い と

夢来人の
メンバーが、県の次世代の地域づくり人材育成
事業において、町内の小・中学生に「地域づくり
に関心をもってもらいたい」と、町で活躍する若
者を紹介する冊子を作成しました。
　また、制作メンバーによって、この冊子を活
用したプレゼンが三川中学校で実施されました。
生徒からは、「町の若い世代の活躍を知れた」な
どの言葉が聞かれ、身近な先輩が町で活躍し活
動を紹介する姿から、刺激を受けたようでした。

若者の活躍を紹介する冊子
三川中学校でプレゼン

3/12
（火）

　クリーンサービス㈱から町に防犯ブザーが寄贈
されました。同社は、子育て交流施設テオトル内
の学童保育所を運営する「庄内アソビバプロジェク
ト」の代表企業を務めており、施設運営を通じて、
地域の発展と課題解決に取り組んでいます。
　寄贈にあたり、同社代表取締役の前田英樹氏は
「昨今頻発している自然災害や事件事故から子ども
を守るために役立てて欲しい」と述べられました。
　いただいた防犯ブザーは、ご意向に沿って、町
立小学校の新１年生全員に配布しました。ご寄贈
ありがとうございます。

子どもたちを守るために

クリーンサービス㈱が
防犯ブザーを寄贈

3/27
（水）

みかわ保育園



町の施設利用について

いろり火の里（なの花ホールや宿泊研修施設など）

赤川河川緑地ふれあい広場「パルク赤川」

11 2024.4.15

　パルク赤川は、注意事項を守った上で、自由に利用していただけます（かまど施設は申請が必要）。

◆かまど施設の利用について（無料）
　かまど施設を使用する場合は申請が必要です。詳し
い使用方法は、申請時にご確認ください。
▶申請・問合せ先
　かまど施設の利用申請
　�三川町シルバー人材センター（三川町公民館内）
　（受付時間╱8：30～22：00）　☎66－5088
　パルク赤川の利用に関すること
　役場建設環境課�建設係　☎35－7035

注　意　事　項
・公園内での宿泊は行わないでください。
・車は駐車場に駐車してください。
・火気の使用には十分注意してください。
・芝生が傷む行為はしないでください。
・�使用した場所の清掃、ごみの持ち帰りに
ご協力ください。

・�ほかの利用者の迷惑になる行為はしない
でください。

◆なの花ホール（有料）
　以下の施設を使用したい場合は、なの花ホール
事務室に申し出ください。
・多目的ホール・研修室・会議室（和室）
・視聴覚室・情報展示室
・まちづくりサロン・ホットルーム
・イベント広場・かっぱつ広場

◆なの花温泉田田　休憩室（有料）
　個室や共同大広間を使用できます。使用したい
場合は、温泉の受付に申し出ください。
◆田田の宿　研修センター（有料）
　2つの研修室が使用できます。使用したい場合
は、宿の受付に申し出ください。
▶問合せ先　㈱みかわ振興公社　☎66－4833

水洗場
火消しつぼ

■かまど施設

■砂利敷き
　箇所

交　流
エリア
拡大図

■■…火気使用可能箇所

交流エリアでの火気使用等について
　交流エリアは、無料で芋煮会やバーベキューなどに利用
できますが、次の点を守ってご利用ください。
・■■以外の場所では、火気を使用しないでください。
・�■■の場所には、バーベキューコンロ等を持込むことが
できますが、地面や芝生の上に直接炭や薪を置いて火気
使用する「直火」は行わないでください。
・火気使用可能時間：午前9時～日没まで
・�使用した炭、薪、燃えカスは、かまど近くの火消しつぼ
に入れるか、持ち帰りにご協力をお願いします。

駐
車
場

駐車場 駐車場

駐車場

親水エリア
交流エリア

クレイ
グラウンド

ターフ
グラウンド せせらぎ水路

田
田
大
橋（
県
道
３
４
１
号
）至
国
道
7
号

パルク赤川全体図

https://www.iroribinosato.info/
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急発進防止装置の支援
（高齢者安全運転支援装置設置促進事業）
○�内　容　アクセルとブレーキを踏み間違え
た際の急発進等抑制装置の設置経費の補助

　※ 現在使用している自家用車に取り付けるもの
○対　象　次のいずれにも該当する方
・65歳以上で町内に住所を有すること
・ 車検証記載の使用者で有効な運転免許証を
有すること

・町税の滞納がないこと
○対象経費・補助率
　 今年度設置した急発進等抑制装置の費用の

2分の1（上限25,000円、千円未満切捨て）
　※住民税非課税世帯は上限50,000円
免許返納への支援 ※年齢要件なし
（運転免許自主返納支援事業）
　自主的に運転免許証を返納した方に、運転
経歴証明書交付手数料の助成と、なの花温泉
田田の入浴券または三川町観光協会「味だよ
り」などを進呈します。
▶問合せ先　役場総務課 危機管理係
　　　　　　☎35－7010

デマンドタクシーでんでん号
　1回300円で町内を自由に移動できる乗合タ
クシーです。利用には、登録が必要です（無
料）。
　登録に来ることが
難しい方は電話等で
ご相談ください。

★自宅から町内の目的地まで利用できます
★利用料金は300円／回
★1日7便運行中!
※祝日、お盆、年末年始は運休

▶登録・問合せ先
　役場企画調整課 企画調整係　☎35－7013

認知症サポーター養成講座
　受講を希望する団体等を募集しています。
　講座は、町内会での
健康まつりやサロン、
小学校の授業などの機
会に無料で開催してい
ます。　
○開催時期　5月～令和7年3月
○時　　間　約1時間～1時間半
○�内　　容　「認知症とは」「認知症の方への接し
方」などの講話、寸劇・紙芝居等による説明
○�対　　象　町内会、老人クラブ、学校、PTA、
企業、その他関心のある方
○�開催場所　町内会の公民館、学校、企業の会
議室など
○人　　数　1グループ10～50人程度
　※ 会場使用料が必要な場合は、申込者負担と

なります。

いきいき百歳体操をはじめませんか
　この体操は、高齢者の筋力向上を目的とした
もので、椅子に座って手足をゆっくりと動かす
ことで、無理なく効果的に筋力を付けることが
できます。また、「運動」と「社会参加」を兼ね備
えており、加齢によるフレイル（虚弱）を予防で
きます。
　現在、町内18団体が取り組んでおり、新たに
希望する団体を募集しています。
○実施条件
　4人以上のグループで次の要件を満たすこと
・ 会場、イス、DVDプレーヤー、テレビなどを
準備できること

・ 週1回以上、3カ月
程度活動できること

※�希望する団体へのDVD
貸し出しや出張説明会
を行っています。

▶問合せ先　同センター（役場健康福祉課内）
　☎35－7031

高齢者等への支援（交通安全・認知症対策など）
安 策全 運 転 対 交 通 支 援

三川町地域包括支援センターより

★運行時間

午前 9時、10時、11時、正午

午後 1時、2時、4時
※3月1日から午後1時便を新設
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助

個
人
情
報
保
護
・
情
報
公
開
の
状
況

○
期
間
・
件
数　

令
和
５
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
６
年
３
月
31
日

個
人
情
報
保
護　

開
示
請
求
・
訂
正
請

求
・
利
用
停
止
請
求
・
審
査
請
求　

各
０

件情
報
公
開　

公
開
請
求　

３
件
、
公
開　

２
件
、
一
部
公
開　

１
件
、
非
公
開
・
該

当
情
報
な
し
・
審
査
請
求　

各
０
件

○
問
合
せ
先　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
35
―
７
０
０
９

衣
類
回
収「
幸
服
リ
レ
ー
」

○
日　

時　

４
月
21
日
㈰　

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
５
時

○
会　

場　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
三
川

　
　
　
　
　

１
階
赤
川
コ
ー
ト

○
内　

容　

使
わ
な
く
な
っ
た
衣
類
を
無

料
で
回
収
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
・
リ
ユ
ー

ス
し
ま
す
。

回
収
で
き
る
も
の

汚
れ
、
破
れ
な
ど
が
な
い
衣
類
全
般

回
収
で
き
な
い
も
の

制
服
、
防
寒
着
、
下
着
、
靴
な
ど

※
ポ
ケ
ッ
ト
等
に
物
が
入
っ
て
い
る
場
合

は
、
処
分
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
問
合
せ
先　

役
場
建
設
環
境
課
環
境

整
備
係
☎
35
―
７
０
３
６

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）納
税
通
知
書

　

４
月
中
旬
に
今
年
度
の
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）
の
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
期
限
内
で
の
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
車
両

　

軽
自
動
車
、
原
動
機
付
自
転
車
、
小
型

特
殊
自
動
車
、
二
輪
の
小
型
自
動
車

◆
税
の
口
座
振
替

　
税
の
納
付
に
つ
い
て
は
、
口
座
振
替
を
お

勧
め
し
て
い
ま
す
。
役
場
町
民
課
ま
た
は
最

寄
り
の
金
融
機
関
で
手
続
き
で
き
ま
す
。

◆
納
税
証
明
書

　

二
輪
の
小
型
自
動
車
（
総
排
気
量
が
２

５
０
㏄
を
超
え
る
も
の
）
の
車
検
を
受
け

る
方
は
、
納
税
証
明
書
が
必
要
で
す
の
で
、

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先　

役
場
町
民
課
税
務
係

☎
35
―
７
０
２
６

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

望
郷
み
か
わ
会
総
会
・
懇
親
会

　

40
回
の
節
目
を
記
念
し
、
横
山
八
幡
神

社
獅
子
舞
講
中
の
皆
さ
ん
が
出
演
し
ま
す
。

○
期　

日　

６
月
22
日
㈯　

○
会　

場　

東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　
　
　
　
　
（
東
京
都
港
区
）

※
会
場
ま
で
の
交
通
手
段
は
、
参
加
者
自

身
が
手
配
し
て
く
だ
さ
い
。

○
参
加
費　

８
，
０
０
０
円

○
申
込
み
締
切
り　

５
月
22
日
㈬
ま
で

○
申
込
み
・
問
合
せ
先　

役
場
産
業
振
興

課
商
工
観
光
係

☎
35
―
７
０
１
５

保
育
料
の
負
担
軽
減

　

次
の
対
象
施
設
等
を
利
用
中
（
ま
た
は

年
度
末
ま
で
に
利
用
予
定
）
で
、
要
件
に

該
当
す
る
方
は
、
保
育
料
負
担
を
軽
減
す

る
県
事
業
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
対
象
施
設
・
事
業　

認
可
外
保
育
施
設
、

企
業
主
導
型
保
育
施
設
、
幼
稚
園
・
認

定
こ
ど
も
園
の
２
歳
児
預
か
り

○
対
象
児　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

　

①
０
歳
児
か
ら
２
歳
児

　

②
保
育
の
必
要
性
が
あ
る
児
童

　

③
世
帯
年
収
約
４
７
０
万
円
未
満

○
申
請
・
問
合
せ
先　

役
場
子
育
て
支
援

室
子
ど
も
支
援
係
（
役
場
２
階
教
育

委
員
会
内
）

☎
35
―
７
０
２
３

※手続きや持ち物について、わからないことがあれば、お気軽にお問合せください。
▶手続き・問合せ先　役場町民課 住民係　☎35－7025

○マイナンバーカードの申請から交付までの流れ
①自分で申請
スマホ・パソコン・郵送で申請
②役場で申請
写真撮影（本人確認書類必要）

自宅に交付通知書（はがき）が届く
交付通知書には、受取り時に必要なもの

を記載しています。記載内容を確認の上、

役場にお越しください。

役場でカード受取り
顔認証や暗証番号の設定を

行います。時間に余裕を

持って、お越しください。

マイナンバーカードの申請・交付手続きのご案内

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
▼

https://w
w
w
.tow
n.m
ikaw

a.yam
agata.jp/kurashi/haikibutu/kankyou/happyrelay2024-4.htm

l
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特
別
児
童
扶
養
手
当
を
ご
存
じ
で
す
か

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
精
神
ま
た
は

身
体
に
障
害
を
有
す
る
20
歳
未
満
の
方
を
、

監
護
ま
た
は
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
手
当
を
受
け
る
た
め
に
は
、
障

害
認
定
診
断
書
等
を
添
え
て
申
請
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

○
申
請
・
問
合
せ
先　

役
場
健
康
福
祉
課

福
祉
介
護
支
援
係

☎
35
―
７
０
３
０

酒
田
市
無
料
法
律
相
談

○
日　

時　

５
月
10
日
㈮　

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

○
定　

員　

先
着
６
人

○
申
込
み
開
始
日　

４
月
26
日
㈮
～

○
会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
先　

酒
田
市

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
相
談
室

☎
０
２
３
４
―
26
―
５
７
２
６

鶴
岡
市
消
防
本
部
よ
り

※
①
②
の
申
込
書
類
は
、
消
防
本
部
、
消

防
署
、お
よ
び
消
防
各
分
署
に
あ
り
ま
す
。

①
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

○
期　

日　

丙
種　

５
月
14
日
㈫

　

乙
種
第
４
類　

５
月
15
日
㈬
、
16
日
㈭

○
申
込
み
締
切
り　

５
月
２
日
㈭
ま
で

○
会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
先　

鶴
岡
市

消
防
本
部
予
防
課
（
鶴
岡
市
美
咲
町
）

☎
22
―
８
３
３
２

②
危
険
物
取
扱
者
試
験

○
期　

日　

６
月
15
日
㈯　

午
前
中

○
会　

場　
鶴
岡
工
業
高
校（
鶴
岡
市
家
中
新
町
）

○
試
験
種
類　

甲
種
・
乙
種
・
丙
種

○
申
込
み
締
切
り　

４
月
25
日
㈭
ま
で

○
問
合
せ
先　
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部

☎
０
２
３
―
６
３
１
―
０
７
６
１

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

　
（
:https://www.shoubo-shiken.or.jp/

）

③
甲
乙
同
時
防
火
管
理
講
習

○
期　

日　

６
月
６
日
㈭
、
７
日
㈮

　
　
　
　
　
（
※
乙
種
は
６
日
㈭
の
み
）

○
会
場
・
定
員　

酒
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
酒
田
市
緑
町
）
１
０
０
人

○
申
込
み
締
切
り　

４
月
22
日
㈪
ま
で

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

　
（
:https://w

w
w.n-bouka.or.jp/

）

○
問
合
せ
先　
（
一
財
）
日
本
防
火
・
防
災

協
会

☎
03
―
６
２
６
３
―
９
９
０
３

④
危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士
の
免
状

を
お
持
ち
方
へ

　

消
防
法
令
の
規
定
に
よ
り
、
免
状
の
写

真
は
、
10
年
ご
と
に
書
き
換
え
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
期
限
を
確
認
の
上
、

速
や
か
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先　
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部　

☎
０
２
３
―
６
３
１
―
０
７
６
１

道
の
駅
「
あ
つ
み
」
し
ゃ
り
ん

山
菜
ま
つ
り

○
期　

日　

４
月
20
日
㈯
、
21
日
㈰
、

　
　
　
　
　
　
　

27
日
㈯
～
29
日
㈪

○
会
場
・
問
合
せ
先　

道
の
駅
「
あ
つ

み
」
し
ゃ
り
ん

☎
44
―
３
２
１
１

土
門
拳
記
念
館

「
植
田
正
治
と
土
門
拳

　
　
　
　
　
―
巡
り
あ
う
砂
丘
―
」

　

と
も
に
20
世
紀
の
日
本
を
代
表
す
る
写

真
家
と
し
て
知
ら
れ
る
植
田
正
治
と
土
門

拳
。
約
２
２
０
点
の
植
田
・
土
門
作
品
を

通
し
て
、
彼
ら
の
足
跡
を
改
め
て
振
り
返

り
ま
す
。
土
門
作
品
に
つ
い
て
は
、
約
30

点
の
初
展
示
作
品
を
公
開
し
ま
す
。

○
期　

間　

７
月
15
日
（
月
・
祝
）
ま
で

○
開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時　

（
最
終
入
館
午
後
４
時
30
分
）

○
費　

用　

一
般
１
，
２
０
０
円
、

　

高
校
生
６
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

○
会
場
・
問
合
せ
先　

土
門
拳
記
念
館

（
酒
田
市
飯
森
山
）

☎
０
２
３
４
―
31
―
０
０
２
８

カ
ー
ト
ソ
レ
イ
ユ
最
上
川
　

春
の
フ
ァ
ン
感
謝
ウ
ィ
ー
ク

　

庄
内
町
に
お
住
ま
い
の
方
以
外
も
、
期

間
中
は
お
得
な
町
民
料
金
で
利
用
で
き
ま

す
（
対
象
カ
ー
ト
：
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
ト
、

レ
ジ
ャ
ー
カ
ー
ト
。
コ
ー
ス
占
用
の
場
合

を
除
く
）。

○
期　

間　

４
月
19
日
㈮
ま
で

○
時　

間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
会
場
・
問
合
せ
先　

カ
ー
ト
ソ
レ
イ
ユ

最
上
川
（
庄
内
町
連
枝
字
新
割
）

☎
０
２
３
４
―
42
―
２
２
８
２

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
▼

鶴岡市

庄内町

酒田市
庄
内
広
域
情
報
コ
ー
ナ
ー

庄
内
広
域
情
報
コ
ー
ナ
ー

庄内庄内

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

広
告

イオンモール三川 TEL 0235-68-1600 https://www.aeon.jp/sc/mikawa/

https://w
w
w
.at-syarin.com

/
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「デジタルデバイド」第4回

　最近よく聞く「デジタルデバイド」という言葉。これは、インターネッ
トやパソコンなどの情報通信技術を使える人と使えない人の間に生じる
「差」のことを指します。
　例えば、インターネットで情報収集や買い物、行政手続きなどをス
ムーズに行える人と、そうでない人がいると、生活の便利さに大きな差
が生じます。
　特に高齢者の場合、パソコンやスマホの操作に慣れていない、機器の
購入費用が負担になる、周囲に使い方を教える人がいないなどの理由
で、デジタルデバイドの影響を受けやすいと言われています。
　このため、最近はスマホやタブレットの操作が簡単になったり、学校
の授業に取り入れられるだけでなく、地域でのIT教室が開かれたり、
行政手続きのオンライン化が進むなど、さまざまな対策が講じられるよ
うになりました。
　本町においても、役場職員がデジタルに関する疑問や相談にお答えし
たり、機器の使い方を支援したりする出張型の事業※を実施しています
ので、ぜひお気軽にご活用ください。

△  人口の動き 

△

（令和6年3月末現在）
（　　）内前月比

■人口数／7,041人（減24人）　男3,445人（減14人）　女3,596人（減10人）
　増減の内訳　・転入23人・転出▲41人・出生 3 人・死亡▲ 9 人
■世帯数／2,491戸（増 1 戸）

謹んでご冥福をお祈り申しあげます

ご家族等から広報掲載の承諾をいただいた方のみ掲載しています。

令和6年3月届出 （敬称略）

石川　博彌（88歳） 横　　川

上野　勝彦（82歳） 横 山 中

冨樫　榮喜（79歳） 落　　合

大川　一女（93歳） 三 本 木

佐藤　愼吾（90歳） 青　　山

加藤八右衛門（94歳） 押切下町

前田さくゑ（89歳） 東　　沼

小林　　順（87歳） 成田新田

広
告

みかわんの ワンDX
はじめの1歩

おもちゃ交換会「これける」
　不要なおもちゃを持ち寄って、
交換しませんか？
○期　日　5月3日（金・祝）
○時　間　①10：00～②13：00～
○会　場　なの花ホール内まちづくりサロン
○対　象　小学生以下とその保護者
○定　員　各回先着20組
▶問合せ先　役場建設環境課 環境整備係

☎35－7036

【事前申込必要】

▲詳細・申込みは
こちらから

※ 事業の詳細は、本号と同日配布の
　チラシをご覧ください。

ふるさと応援寄附金
ありがとうございました

3月分　766人

　お名前と住所地は町ホーム
ページで公開していますので、
ご覧ください。

https://w
w
w
.tow
n.m
ikaw

a.yam
agata.jp/kurashi/haikibutu/kankyou/korekeru2024-5.htm
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本紙掲載の記事、写真等の無断転載を禁じます。

食のみかわ おしながき
　　～食改さんの料理紹介 No.38 ～

　「食のみかわ　おしながき」は、食生活改善推進員
（通称：食改さん）による料理のレシピ紹介のコーナーです。

①干し椎茸を水300mlに浸して戻す（戻し汁はＡで使用）。
② かんぴょうはひとつまみの塩でもんでお湯で流し、1㎝

程度に刻む。①は細切りにする。両方ともＡで煮る。
 ③ Ｂを混ぜてすし酢を作り、小さじ1をえび用に分けてお

く。熱いごはんにすし酢を混ぜて冷ます。
④人参は皮をむき千切りにしてＣで煮る。
⑤ 卵に塩を加えて混ぜる。フライパンに油をひき、薄焼き
卵を作る。粗熱が取れたら横に4等分し細い千切りにする。

⑥ えびは殻の上から背ワタを取り、酢大さじ1/2を入れた
熱湯250mlで茹でる。火が通ったらザルに上げ粗熱を取り、
殻をむき縦半分に切る。すし酢でえびに下味をつける。

⑦きぬさやはスジを取り、さっと茹でて千切りにする。
⑧酢飯に② を混ぜ、上に④～⑦と刻みのりをきれいに飾る。

　　だし汁（椎茸戻し汁）  　　酢 ………… 大さじ2
　　………………… 200ml Ｂ　砂糖 ……… 大さじ1
Ａ　砂糖  　　塩 ……… 小さじ1/2
　　……大さじ1と小さじ1 　　だし汁 …………100g
　　醤油……… 大さじ1/2 Ｃ　塩 ………………少々

　　砂糖 …… 小さじ1/2

ちらし寿司

【材料（3人分）・作り方】
ごはん……… 500g かんぴょう ……10g
干し椎茸…… 3個 人参 ……………50g
　卵……… 1.5個 きぬさや …… 12枚
　塩………… 少々 サラダ油 …… 適量
刻みのり…… 適量 殻付きえび ……3尾

男の料理教室で学習した料理です。

　地域に生活習慣病予防や健康づくりの輪を広げる食生活改善推進員の養成講座を開催します。
○期　間　6月5日㈬～11月19日㈫（月1回程度）
○内　容　健康講話、調理実習、カロリー計算等　
○会　場　三川町公民館ほか
○対　象　町内在住で修了後、三川町食生活改善推進協議会に
　　　　　入会していただける方（性別不問）
○受講料　2,200円（テキスト、成分表代）
○申込み締切り　5月10日㈮まで
▶申込み・問合せ先　役場健康福祉課 健康係　☎35－7033

食生活改善推進員養成コース（第42期）受講者募集

○日　時　5月3日（金・祝）　10：00～15：00
○会　場　いろり火の里　なの花ホールとその周辺
○�内　容　菜の花むすめ撮影会、eスポーツ体験会、だ
がしや楽校、わんにゃん里親会、働く車コーナー、サ
イバーホイール＆ちびスライダー、キッチンカー大集
合、フード・スイーツ販売　など
○参加費　無料（だがしや楽校は有料（100円））
▶問合せ先　三川町観光協会　☎66－4656

eスポーツ体験会の
問合せはこちら

（山形eスポーツ連合）▼

第 39回 菜の花まつり
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▲�養成コース修了後は、食改さんとして地域で
ボランティア活動を行います。

詳細は　
こちら▶

https://w
w
w
.tow
n.m
ikaw

a.yam
agata.jp/kurashi/kenkouiryou/kenkou/kenkou-dukuri/syokukai.htm
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https://www.town.mikawa.yamagata.jp/kankou/kankoukyoukai/index.html https://mail-to.link/m9/1z4pzl2
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